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謹
賀
新
年

少
子
高
齢
化
の
地
域
社
会
は

「
い
た
わ
り
、や
さ
し
さ
、助
け
合
い
」

が
基
本
で
す
。

「
永
く
栄
え
、皆
が
幸
せ
に
生
き
る
」

誇
り
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

タクシー

料　　金

タクシー助成券

500円

年1人6枚

乗合タクシー
高齢者往復
個人支払

乗　　合
タクシー 400円
一　　般
タクシー 2,000円 500円 3,000円

平成
26年

平成
29年

登録者 1430 1731

利用者
利用率28％

14,159
利用率14％

7351人

世
界
湖
沼
会
議
に
参
加

　

国
の
民
俗
文
化
財
に
選

択
さ
れ
た
、
自
然
と
の
共

生
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
帆

引
き
船
と
、
し
ら
う
お
・

わ
か
さ
ぎ
・
エ
ビ
・
佃
煮
、

等
霞
ヶ
浦
の
魚
食
文
化
を

紹
介
す
る
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
本
会
議
場
で

「
環
境
・
治
水
・
利
水
・

共
生
」
が
紹
介
さ
れ
、
供

給
で
漁
獲
・
水
利
用
、
蓮

根
栽
培
、
文
化
で
帆
引
き

船
・
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
、

調
整
サ
ー
ビ
ス
で
環
境
制

御
水
質
浄
化
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

霞
ヶ
浦
の
帆
引
き
船
と

魚
食
文
化
、
漁
業
、
蓮
根

栽
培
が
わ
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
好
評
で
し
た
。
海

外
代
表
者
か
ら
霞
ヶ
浦
浄

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

①
し
ら
う
お
丼
五
百
食

　

霞
ヶ
浦
サ
テ
ラ
イ
ト
に

参
加
す
る
漁
業
協
同
組
合

と
水
産
加
工
組
合
が
自
慢

の
し
ら
う
お
丼
を
準
備
、

参
加
者
か
ら
美
味
し
い
と

大
好
評
で
行
列
が
で
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
を
は
じ
め
若

い
世
代
へ
、
し
ら
う
お
丼

や
霞
ヶ
浦
の
魚
食
文
化
の

普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
百
艘
の
模
型
教
室

　

霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
保
存

会
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
企
画
の
帆

引
き
船
模
型
づ
く
り
に
100

人
の
中
学
生
が
参
加
、
模

型
は
「
霞
ヶ

浦
の
魚
食
文

化
と
帆
引
き

船
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
会

場
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

15
年
間
続

け
て
い
る
保

存

会

の

模

型

工

作

は

１
３
０
０
艘

を
超
え
て
い

ま
す
。

霞ヶ浦帆引き船・サイクリングロード ・総合型クラブ・
れんこん・わかさぎ・しらうお・えび・佃煮・栗・ポテト・ブルーベリー・苺・苗木等々

かすみがうら市がほこる日本一の宝

ほこりある霞ヶ浦と台地の宝を若い世代に伝え、発展させましょう！

「いたわり・やさしさ・助け合い」の地域社会づくり！

12月議会一般質問 市答弁「千代田神立ラインバスを創設のために―乗合タクシーを廃止する」
高齢者・介護者の悲痛なさけび「病院と買物の足が欲しい」

デマンド（乗合）タクシー「高齢者200円」の存続と改善を

私
の
主
張

市
の
答
弁

「
交
通
空
白
地
帯
を
つ
く

り
新
た
な
バ
ス
路
線
を
つ

く
る
、
乗
合
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
廃
止
す
る
、

五
〇
〇
円
タ
ク
シ
ー
助
成

券
発
行
す
る
。」

　

霞
ヶ
浦
地
区
を
は
じ
め

交
通
空
白
地
帯
で
、
バ
ス

路
線
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
使

う
人
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
「
病
院
や
買

物
の
足
が
欲
し
い
」
高
齢

者
の
切
実
な
願
い
で
す
。

　

バ
ス
路
線
ま
で
の
タ
ク

シ
ー
料
金
は
２
０
０
０
円

前
後
で
す
。
往
復
支
払
い

は
三
千
円
を
超
え
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
四
百
円

で
す
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
登
録

者
は
増
え
て
い
ま
す
が
、 

29
年
か
ら
利
用
者
は
半
減

し
て
い
ま
す
。
市
は
「
朝

通
勤
に
使
用
し
て
い
る
、

経
費
対
効
果
」
、
か
ら
九

時
開
始
に
変
え
た
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。

　

病
院
は
９
時
前
に
予

約
を
し
ま
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
の
病
院
へ
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
置
き

去
り
に
す
る
市
政
は
あ

ら
た
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

神
立
駅
ま
で
で
、
乗
り
換

え
が
必
要
で
す
。

　

全
地
区
協
同
病
院
や
神

立
病
院
ま
で
の
利
用
を
可

能
に
す
る
こ
と
や
、
乗
合

が
で
き
る
運
用
、
通
院
が

で
き
る
運
用
へ
の
改
善
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
の
立

場
に
立
っ
た
施
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問 

米
価
二
万
円
へ
の
ア
ッ
プ
と
飼
料
米
対
策

　

平
成
30
年
度
の
反
収

は
「
一
俵
落
ち
だ
」
、

米
価
と
飼
料
米
補
助
へ

の
農
家
の
不
安
な
切
実

な
声
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。

米
価
の
ア
ッ
プ
と
飼
料
用

米
等
所
得
安
定
対
策
、
圃

場
と
灌
漑
揚
水
の
整
備
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
の
答
弁
「
多
収
性
品
種

飼
料
用
米
標
準
単
収
値
8.77

俵
を
一
反
歩
当
た
り
約
6.3

俵
を
下
回
っ
た
場
合
の

（
収
量
補
助
）
国
交
付
金

は
８
万
円
が
５
万
５
千
円

と
な
り
２
万
５
千
円
減
額
、

合
計
で
10
万
５
千
円
と
な

り
ま
す
。
産
地
交
付
金
・

助
成
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

取
れ
高
に
関
係
な
く
一
定

に
交
付
さ
れ
ま
す
」

市
長
答
弁
「
各
交
付
金
、

助
成
金
等
に
つ
い
て
市

で
も
検
討
し
、
国
・
県

に
対
し
ま
し
て
も
要

望
を
し
て
ま
い
り
た

い
。
」

　

稲
作
耕
作
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
担
い
手
へ

農
地
を
貸
し
出
す
方
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

担
い
手
は
米
価
の
ア
ッ

プ
と
所
得
安
定
化
、
耕

作
地
・
圃
場
の
拡
大
と

用
水
整
備
は
死
活
の
問

題
で
あ
り
行
政
の
施
策

は
待
っ
た
無
し
で
す
。

燈
を
と
も
す
櫨（
は
ぜ
）

の
木
の
お
話

　

霞
ヶ
浦
中
学
校
の
正
門

を
入
る
と
す
ぐ
左
側
に
櫨

の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

冬
に
入
り
ま
す
と
落
ち

葉
が
激
し
く
毎
日
の
掃
除

が
大
変
に
な
り
ま
す
。
先

生
方
と
生
徒
が
、
毎
朝
、

竹
ほ
う
き
で
落
ち
葉
の
清

掃
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

は
ぜ
の
実
は
ロ
ウ
ソ
ク

の
原
料
に
な
り
ま
す
。
は

ぜ
や
ウ
ル
シ
の
実
か
ら
抽

出
す
る
鑞
を
木
蝋
（
も
く

ろ
う
）
と
言
い
ま
す
。

　

は
ぜ
の
実
の
皮
を
煮
込

ん
で
鑞
（
ろ
う
）
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
収
穫
は
お
正

月
す
ぎ
に
行
わ
れ
る
そ
う

で
す
。

　

燈
（
あ
か
り
）
を
と
も

す
木
、
生
徒
達
の
進
む
道

に
明
か
り
が
と
も
さ
れ
続

け
る
こ
と
を
願
っ
て
植
樹

が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
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霞
ヶ
浦
地
区
路
線

千
葉
茨
城
道
路

百里飛行場連絡道路
第
一
橋（
高
浜
入
）

約
1k
m

第
二
橋（
土
浦
入
）

約
4k
m県

道

神
立
西
成
井
線
出
島
揚
水
横
断
工
事

31
年
９
月
以
降
予
定

出
島
用
水
道
路
整
備 

31
年
以
降

神立駅

神
立
協
同
病
院
線 

31
年
３
月
開
通
予
定

平
成
27
年
霞
ヶ
浦
二
橋
促
進
期
成
同
盟
構
想
図
よ
り
抜
粋

新
し
い
展
望

大
井
川
知
事・衆
議
院
国
光
議
員
、青
山
議
員
が
と
も
に
公
約
に
掲
げ
る

三
ツ
谷
風
返
し
地
区
の
県
道
が
安
全
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
道
宍
倉
玉
里
線

三
ツ
谷
風
返
し
地
区

土
砂
崩
れ
危
険
箇
所

の
第
一
期
改
良
工
事

が
平
成
三
十
年
三
月

に
完
了
し
ま
し
た
。

同
時
に
接
続
し
て
い

た
三
ツ
谷
坂
の
雨
排

水
改
良
工
事
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
か
す
み

が
う
ら
市
と
石
岡
市

の
隣
接
区
の
区
長
さ

ん
、
櫻
井
富
夫
県
会
議
員

戸
塚
潔
県
会
議
員
の
ご
尽

力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

田
伏
・
安
飾
か
ら
の
農

免
道
路
に
接
続
し
、
神

立
・
土
浦
方
面
県
道
・

３
５
４
国
道
に
接
続
す
る

利
用
者
が
多
い
道
路
で
す
。

　

県
道
宍
倉
玉
里
線
の

直
線
化
を
含
め
更
な
る

改
良
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

三ツ谷風返し行政界の危険箇所 平
成
三
十
年
十一月

県
総
合
計
画
に
霞
ヶ
浦
二
橋
が
構
想
路
線
と
し
て
表
記
さ
れ
る
。

　

霞
ヶ
浦
二
橋
は
期

成
同
盟
結
成
以
来
27

年
間
取
り
組
が
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霞
ヶ
浦
地
区
の
長

年
の
悲
願
で
す
。

　
百
里
飛
行
場
連
絡
道
路
と
千
葉
茨
城
道

路
に
接
続
す
る
宍
倉
玉
里
線
の
南
進
道
路

＝
三
ツ
谷
風
返
し
地
区
―
西
成
井
―
深
谷

地
区
―
下
大
津
地
区
を
通
る
霞
ヶ
浦
地
区

内
の
南
北
路
線
設
定
が
必
要
で
す
。

霞ヶ浦 二橋神
立
―
協
同
病
院
線・神
立
―
西
成
井
線
の
早
期
開
通
を

　

白
鳥
踏
切
か
ら
県
道
が
神

立
協
同
病
院
線
に
接
続
さ
れ

ま
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
か
ら
の

道
路
に
接
続
さ
れ
る
出
島
用

水
道
路
の
工
事
は
31
年
度
以

降
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事

の
出
島
用
水
部
の
底
地
は
農

水
省
敷
地
で
、
一
部
か
す
み

が
う
ら
市
行
政
区
内
に
あ
り

ま
す
。
早
期
開
通
へ
土
浦
市

と
の
綿
密
な
調
整
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
の
提
案

 

「
通
常
の
学
級
に
在
籍

し
、
お
お
む
ね
教
科
学
習

が
可
能
で
あ
る
が
、
特
別

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
対

し
て
、
一
人
一
人
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
個
別

ま
た
は
、
小
集
団
で
の
指

導
を
行
い
、
お
子
さ
ん
の

成
長
を
促
し
て
い
く
教
室

で
す
。
お
子
さ
ん
の
個
性

に
合
わ
せ
、
達
成
感
を
持
た

せ
な
が
ら
、
他
者
と
の
よ
り

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
る
よ
う
に
指
導
内
容

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

通
級
指
導
教
室
に
は
、

「
こ
と
ば
と
き
こ
え
の
教

室
」「
特
別
支
援
学
校
サ

テ
ラ
イ
ト
教
室
」
等
が
あ

り
ま
す
。
」

　

当
市
に
お
け
る
中
学
校
で

は
下
稲
吉
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
霞
ヶ
浦
中
学

校
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
い
た
わ
り
と
や
さ
し
さ
、

痛
み
を
感
じ
て
助
け
合
う
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

　

全
て
の
中
学
校
に
設
置

を
求
め
ま
す
。

　

二
学
期
、
霞
ヶ
浦
中
学

校
か
ら
教
員
が
市
内
小
学

校
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

産
休
代
用
教
員
の
予
測
さ
れ

る
採
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

霞
ヶ
浦
中
学
校
に
も
通

級
指
導
教
室
が
つ
く
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
て
参
り
ま

す　

不
登
校
に
悩
む
生
徒

の
道
が
開
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
指
教
育
法
施
行
規
則

通
級
指
導
教
室
と
は
？

（
浦
安
市
の
案
内
か
ら
）

倫理とコンプライアンス（法令を守る）に基づく市政運営へ!
「公正・公平・公明な倫理と法令を守る市政への一般質問と取り組み」

　

市
議
会
議
員
の
一
期
４
年
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
（
一
般
質
問
15
回
）

　

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
で
、
見
て
聞
い
て
学
ん
で
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
議
員
活

動
を
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
と
神
立
駅
周
辺
「
土
浦
か
す
み
が
う
ら
土
地
区
画
整
理
一
部

事
務
組
合
」
に
所
属
し
活
動
し
ま
し
た
。
市
政
は
常
に
正
し
く
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

が
基
本
で
す
。
市
民
の
権
利
＝
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
を
求
め
、
関
連
す
る
倫
理
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
文
化
の
薫
り
高
い
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努

め
ま
し
た
。

倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
を
守
る
）に
基
づ
く
市
政
運
営
へ
の
改
善
活
動

「
安
心
安
全
の
法
令
を
守
る
市
政
運
営
へ
の一般
質
問
と
取
り
組
み
」

◎
市
民
の
権
利
で
あ
る「
市
長
等
特
別
職
政
治
倫
理
条
例
制
定
」を
求
め
続
け
て
い
ま
す
。

◎�

公
金
取
扱
い
の
不
正
再
発
防
止
へ
、既
存
の「
公
金
等
取
り
扱
い
適
正
化
計
画
」の
運
用
と
管
理
職
の
責

任
の
明
確
化・監
査
体
制
の
整
備
に
努
め
、管
理
職
の
責
任
あ
る
運
営
を
進
言
、大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し

た
。規
則
に
基
づ
く
運
営
と
監
査
の
継
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◎�

職
員
の
飲
酒
運
転
が
毎
年
の
よ
う
に
続
い
て
い
ま
し
た
。「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
の
徹
底
」「
道
路
交
通
法
に

あ
る
安
全
運
転
管
理
委
員
会
の
運
用
の
適
正
化
」へ
改
善
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
運
転
代
行・ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
の
徹
底
」「
事
故
違
反
報
告
を
管
理
し
、再
発
防
止
を
安
全
運
転
管
理
委
員
会
の
も
と
に

運
用
す
る
体
制
へ
」、市
民
の
模
範
と
な
る
安
全
運
転
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
成
果
で
す
。毎
日
の
中
学
校
の
正
門
前
立
哨
活
動
の
継
続
で
、「
校
門

前
横
断
歩
道
近
辺
で
、歩
行
者
優
先
の
安
全
運
転
」、「
徐
行
や一時
停
止
」の
励
行
が
増
え
て
い
ま
す
。

◎�

セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
行
政
運
営
へ「
市
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」を
求
め
、実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
づ
く
り
、改
善
が
始
ま
り
ま
し
た
。職
員
の
育
成
と
女
性

の
採
用・登
用
へ
更
に
改
善
が
必
要
で
す
。

◎�

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
シ
ー
、個
人
情
報
保
護
条
例
の
実
効
性
の
あ
る
運
営
改
善
へ
取
り
組
み
、役
所
カ

ウ
ン
タ
ー
内
へ
の「
無
断
立
ち
入
り
防
止
の
案
内
板
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。基
本
と
な
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
は「
情
報
資
産
の
機
密
性・完
全
性・可
用
性
を
維
持
す
る
定
義
」を
は
じ
め
と
し
た「
茨

城
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
及
び
規
程
」に
準
拠
し
た
市
条
例
の
整
理
を
求
め
、改
訂
さ
れ
ま
し

た
。監
査
を
は
じ
め
と
し
た
改
善
策
の
継
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

　
ま
た
著
作
権
法
違
反
案
件
を
指
摘
し
、遵
守
と
情
報
管
理
を
求
め
て
い
ま
す
。

◎�

市
公
民
館
条
例
で
千
代
田
、下
稲
吉
、霞
ヶ
浦
公
民
館
を
明
記
し
、施
行
規
則
と
の
整
合
性
を
と
る
こ
と
、

市
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
成
を
求
め
て
い
ま
す
。

◎
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
置
の「
県
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
用
の
条
例
化
」を
取
組
中
で
す
。

　
今
後
も
わ
か
り
や
す
く
法
令
及
び
茨
城
県
の
条
例
や
基
本
方
針
に
基
づ
く「
倫
理
と
法
令
を
守
る
」

　
「
公
正・公
平・公
明
」な
運
用
改
善
を
求
め
る
活
動
を一つ一つ
進
め
て
参
り
ま
す
。


